
ペシャワール会は、1983年9月、中村哲医師のパキスタンでの医療活動を支援する目的で結成され
ました。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々への理解を深めていきたいと願っています。

異常少雨の中、マルワリード用水路、実質完工　	 中村　哲
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◉カラー特集　マルワリードⅡ流域への一斉灌漑を目指して
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異
常
少
雨
と
河
川
水
減
少

　
み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
相
も
変
わ

ら
ず
川
辺
の
工
事
で
、
冬
は
冷
え
ま
す
。

　
今
ア
フ
ガ
ン
東
部
は
、
異
例
の
水
不
足
に
悩
ま

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
に
続
い
て
、
今
年
も
極
端

な
少
雨
で
、
降
雪
も
わ
ず
か
で
し
た
。
十
一
月
中

旬
に
な
っ
て
モ
ン
ス
ー
ン
の
第
一
陣
が
到
来
し
、

や
っ
と
小
雨
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
何
と
四
月
か
ら
こ
の
か
た
、
わ
ず
か
数
日
の

降
雨
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
天
水
に
頼
る
農
地
は
こ
と
ご
と
く

壊
滅
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
か

ら
の
強
制
送
還
難
民
約
一
〇
〇
万
人
に
加
え
、
主

に
ク
ナ
ー
ル
州
や
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
東
部
か
ら
逃

れ
て
く
る
避
難
民
が
増
加
、
市
内
は
見
た
こ
と
も

な
い
混
雑
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
有
数
の
大
河
で
あ
る
ク
ナ
ー
ル
河
で
も
、
異
常

低
水
位
が
各
所
で
記
録
さ
れ
ま
し
た
。
九
月
下
旬

に
は
既
に
厳
冬
期
な
み
の
低
水
位
と
な
り
、
川
沿

い
の
村
々
は
取
水
が
で
き
ず
、
荒
れ
地
が
急
速
に

広
が
り
ま
し
た
。
カ
ブ
ー
ル
河
本
川
で
は
、
こ
れ

ま
で
唯
一
豊
富
な
水
量
を
保
っ
て
い
た
パ
ン
ジ
シ

ェ
ー
ル
川
が
干
上
が
り
、
関
係
者
に
衝
撃
を
与
え

ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
全
作
業
地
の
取
水
堰
九
ヵ
所
を
点

検
し
、
緊
急
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ

も
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
備
え
て
こ
そ
の
取
水
堰

な
の
で
、
そ
の
働
き
が
試
さ
れ
る
絶
好
の
機
会
と

見
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
十
分
な
送
水
量
を
確

保
し
、
作
業
地
全
域
で
渇
水
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
戦
火
は
主
に
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
北
部
の
ク
ナ
ー

ル
州
、
ス
ピ
ン
ガ
ル
山
脈
東
部
方
面
で
広
が
り
、

干
ば
つ
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
ま
す
。
治
安
は

日
を
追
っ
て
悪
く
な
り
、
既
に
行
政
が
ま
と
も
に

機
能
し
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
武
装
勢
力
以
上

に
、
犯
罪
集
団
の
動
き
も
活
発
で
す
が
、
警
察
や

情
報
局
が
上
か
ら
の
圧
力
で
ま
と
も
に
動
け
ず
、

事
態
を
悪
く
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ

職
員
は
誰
一
人
不
服
を
述
べ
る
者
な
く
、
黙
々
と

作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
作
業
の
放
棄
が
住

民
を
見
殺
し
に
す
る
に
等
し
い
こ
と
を
承
知
し
て

お
り
、
明
る
い
話
が
な
い
中
で
、
こ
の
仕
事
を
自

ら
の
励
み
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
作
業

地
で
の
安
全
対
策
が
最
大
の
課
題
の
一
つ
で
、
地

域
自
治
会
と
の
絆
を
更
に
強
め
、
防
衛
態
勢
を
固

め
て
い
ま
す
。

マルワリードⅡ用水路調節池ⅠからⅡ池までの主幹水路。通水後で
も蛇籠２段目を積む作業や柳の挿し木は出来る。早期の灌漑を必要
としているため用水路工事は下流域へと進行中（2017年9月26日）

異
常
少
雨
の
中
、マル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
、実
質
完
工

―
―
着
工
か
ら
十
五
年
、喜
び
と
共
に
衷
心
か
ら
感
謝

Ｐ
Ｍ
Ｓ（
平
和
医
療
団・日
本
）総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
　
中
村  

哲
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現
行
作
業
の
進
捗
状
況

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
現
在
、
大
き
な
作
業
地
を
三
ヵ
所
に

抱
え
て
い
ま
す
。

　
①
カ
チ
ャ
ラ
堰
（
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ
）
流
域

　
昨
年
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
難
民
大
量
送
還
の
あ

お
り
で
、
新
作
業
地
の
コ
ー
テ
ィ
、
タ
ラ
ー
ン
、

カ
チ
ャ
ラ
、
ベ
ラ
の
各
村
の
人
口
が
突
然
増
加

（
推
定
約
四
万
人
）、
早
急
に
帰
農
を
促
す
べ
く
、

予
定
を
く
り
あ
げ
て
早
期
全
域
灌
漑
を
目
指
し
て

い
ま
す
。「
水
さ
え
あ
れ
ば
何
と
か
な
る
」
を
合

言
葉
に
、
一
〇
月
下
旬
、
総
力
を
あ
げ
て
突
貫
工

事
態
勢
に
入
り
ま
し
た
。
万
一
の
工
事
中
断
に
備

え
、
先
ず
は
生
き
延
び
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く

の
で
す
。

　
既
に
十
一
月
中
に
は
、
主
幹
水
路
四
・
八
㎞
の

う
ち
工
事
先
端
は
四
㎞
を
突
破
し
て
最
終
地
点
に

迫
り
、
早
け
れ
ば
年
内
、
遅
く
と
も
二
〇
一
八
年

二
月
ま
で
に
は
全
域
灌
漑
が
実
現
す
る
見
通
し
で

す
。
ま
た
、
今
回
同
地
に
建
設
さ
れ
た
取
水
堰
は

完
成
度
が
高
く
、
超
低
水
位
の
異
常
事
態
で
も
豊

富
な
送
水
が
で
き
、
人
々
に
安
心
感
を
与
え
ま
し

た
。
最
近
ま
で
「
最
悪
の
危
険
地
帯
」
と
の
折
り

紙
つ
き
だ
っ
た
当
地
は
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
市
内

よ
り
は
る
か
に
安
定
し
た
地
域
に
な
っ
て
い
ま

す
。
主
要
分
水
路
の
カ
チ
ャ
ラ
分
水
路
１
、
同
分

水
路
２
、
コ
ー
テ
ィ
分
水
路
は
既
に
完
成
、
現
在

タ
ラ
ー
ン
分
水
路
の
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
　

　
②
カ
マ
堰
改
修
事
業

　
カ
マ
地
域
は
「
緑
の
大
地
計
画
」
の
中
で
最
大

の
耕
地
と
人
口
（
約
七
千
㌶
、
三
〇
万
人
）
を
抱

え
る
重
要
な
場
所
で
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
最
近
の
仕
事

は
「
取
水
堰
建
設
」
が
最
も
重
視
さ
れ
、
既
存
水

路
の
復
活
が
主
な
目
的
で
す
。
普
通
、
完
成
後
五

年
間
の
観
察
を
経
て
地
域
自
治
会
に
引
き
渡
さ
れ

ま
す
。
五
年
間
の
う
ち
に
は
渇
水
や
洪
水
が
起

き
、
工
事
や
計
画
の
弱
点
が
明
ら
か
に
な
り
、
改

修
を
重
ね
て
安
定
す
る
か
ら
で
す
。
観
察
・
改
修

は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
責
任
で
地
域
自
治
会
（
行
政
で
は
な

い
）
と
協
力
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
カ
マ
第
二
堰
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）

―
Ｐ
Ｍ
Ｓ
共
同
事
業
と
し
て
最
初
に
組
織
的
に
設

計
さ
れ
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
の
取
水
堰
で
す
。
二
〇
一

二
年
に
竣
工
後
、
五
年
間
の
う
ち
に
三
回
の
小
規

模
改
修
が
行
わ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
実

は
今
で
も
十
分
に
機
能
し
て
は
い
ま
す
が
、
今
回

は
譲
渡
に
当
た
り
、
最
後
の
改
修
工
事
で
万
全
を

期
し
、
住
民
の
負
担
と
不
安
を
減
ら
す
こ
と
が
主

眼
で
す
（
お
そ
ら
く
公
的
機
関
か
ら
の
有
効
な
助

力
は
な
く
、
住
民
自
身
だ
け
で
維
持
せ
ざ
る
を
得

な
い
体
質
は
今
後
も
変
わ
り
ま
せ
ん
）。

　
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
同
取
水
堰
の
地
形
が
、

私
た
ち
の
モ
デ
ル
と
し
て
き
た
斜
め
堰
（
福
岡
県

朝
倉
市
の
山
田
堰
）
の
そ
れ
に
似
て
お
り
、「
生

き
た
模
型
」
を
再
現
、
今
後
の
技
術
拡
大
に
役
立

て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
カ
マ
地
域
は
治
安
が

良
く
、
人
の
往
来
も
多
い
の
で
目
に
つ
き
や
す
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
全
く
の

コ
ピ
ー
で
は
な
く
、
現
地
の
地
理
条
件
、
使
え
る

技
術
に
ず
い
ぶ
ん
違
い
が
あ
る
の
で
、
現
地
風
に

換
骨
奪
胎
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ

の
経
験
と
観
察
の
粋
を
集
め
、
完
成
度
の
高
い
も

の
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
二
〇
一
七
年
十
一
月
に
カ
マ
第
二
堰
に
取
り
掛

か
り
ま
し
た
。
工
事
は
、
全
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

の
募
金
に
頼
り
、
二
年
間
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

カマ第１堰、第２堰の位置
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詳
細
は
次
号
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
③
ガ
ン
ベ
リ
主
幹
排
水
路

　
二
〇
一
六
年
三
月
か
ら
一
年
九
ヵ
月
、
主
幹
排

水
路
の
全
工
事
を
終
了
し
ま
し
た
！
　
長
さ
こ
そ

一
・
七
㎞
、
決
し
て
長
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
使
用
し
た
セ
メ
ン
ト
約
一
万
袋
、
ふ
と
ん
籠

五
千
個
以
上
、
延
べ
作
業
員
約
三
万
人
、
膨
大
な

物
量
を
投
入
し
ま
し
た
。
短
期
の
工
事
と
し
て
は

記
録
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
、
こ
れ
を
「
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路

の
実
質
的
な
仕
上
げ
」
と
位
置
づ
け
、
シ
ェ
イ
ワ
・

シ
ギ
の
全
村
と
力
を
合
わ
せ
、
全
力
を
投
入
し
ま

し
た
。
再
々
報
告
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て

湿
害
か
ら
免
れ
た
地
域
は
約
九
〇
〇
㌶
、
ガ
ン
ベ

リ
の
開
拓
地
に
匹
敵
し
ま
す
。
こ
の
排
水
路
の
完

成
に
よ
っ
て
、
沙
漠
の
開
拓
が
他
地
域
に
湿
害
を

起
こ
さ
ず
、
安
心
し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
と
併
せ
た
総
工

費
は
二
十
数
億
円
、
全
て
募
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
紙
面
を
借
り
て
、
衷
心
か
ら
の
感
謝
と

完
工
の
喜
び
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　
思
え
ば
二
〇
〇
三
年
の
着
工
か
ら
一
五
年
、
当

時
若
者
で
あ
っ
た
者
も
父
親
と
な
り
、
古
参
の
熟

練
工
と
し
て
腕
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
技
師
と
し

て
来
た
者
は
デ
ィ
ダ
ー
ル
、
フ
ァ
ヒ
ー
ム
の
両
技

師
を
残
し
て
皆
去
り
、
気
鋭
の
指
導
層
は
長
老
格

と
な
り
ま
し
た
。
中
に
は
、
他
界
し
た
者
、
病
気

や
高
齢
で
退
い
た
者
も
少
な
か
ら
ず
、
時
の
流
れ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
―
―
こ
の
間
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
治
安
は
年

を
追
っ
て
悪
く
な
り
ま
し
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
を
上
回
る
資
金
を
つ
ぎ
込
ん
だ
「
復
興
支
援
ブ

ー
ム
」
も
、
膨
大
な
犠
牲
者
と
大
混
乱
―
―
そ
し

て
錯
覚
と
恐
怖
心
を
残
し
た
ま
ま
、
嘘
の
よ
う
に

去
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
事
情
は
、
遂

に
伝
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
始
ま
り
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
し
た
。
多
く
の
国
が
是
認
し
た
暴
力
的
解
決

の
結
末
も
、
私
た
ち
は
眺
め
て
き
ま
し
た
。
排
外

主
義
と
狂
気
、
テ
ロ
の
不
安
で
溢
れ
る
現
在
の
混

乱
は
、
あ
の
時
に
種
が
ま
か
れ
ま
し
た
。

　
今
、
多
勢
を
頼
み
、
武
力
を
頼
み
、
こ
ぶ
し
を

振
り
上
げ
て
敵
意
や
憎
悪
を
叫
ぶ
人
た
ち
を
見
る

と
、
何
だ
か
悲
し
い
気
分
に
襲
わ
れ
ま
す
。
そ
れ

が
一
時
の
満
足
や
姑
息
な
政
治
的
動
機
か
ら
来
る

も
の
だ
と
し
て
も
、
そ
の
ツ
ケ
は
小
さ
く
な
い
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。
ま
る
で
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
戦
争

を
語
る
論
調
も
あ
る
現
在
こ
そ
、
平
和
の
尊
さ
を

輝
せ
る
べ
き
だ
と
の
思
い
を
深
く
し
ま
す
。
　

　
寒
風
の
中
で
震
え
、
飢
え
て
い
る
者
に
必
要
な

の
は
、
弾
丸
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
温
か
い
食
べ
物

と
温
か
い
慰
め
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に
感

謝
し
、
一
層
の
力
を
尽
く
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
飢
え
に
瀕
し
た
人
々
と
、
悪
条
件
の
中

で
働
く
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
・
作
業
員
の
た
め
に
お
祈
り

下
さ
い
。

　
良
い
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
を
お
迎
え
下
さ
い
。

　
平
成
二
九
年
十
一
月
　
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
て

　

中な
か

村む
ら

　哲て
つ

…
九
州
大
学

医
学
部
卒
。
専
門
＝
神

経
内
科
（
現
地
で
は
内

科
・
外
科
も
こ
な
す
）。

国
内
の
病
院
勤
務
を
経

て
、
一
九
八
四
年
パ
キ

ス
タ
ン
・
カ
イ
バ
ル
・
パ
ク
ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
（
旧

北
西
辺
境
州
）
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。

ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し
た
、

貧
困
層
の
診
療
に
携
る
。
八
六
年
か
ら
は
ア
フ
ガ

ン
難
民
の
た
め
の
事
業
を
設
立
し
、
ア
フ
ガ
ン
北

東
山
岳
部
に
三
つ
の
診
療
所
を
開
設
。
九
八
年
に

は
基
地
病
院
Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。

ま
た
病
院
・
診
療
所
で
患
者
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、

パ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所
を
拠
点
に

巡
回
診
療
も
開
始
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
干か
ん

ば
つ
対
策
の
た
め
の

水
源
確
保
（
井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作

業
地
千
六
百
ヵ
所
以
上
）
事
業
を
実
施
。
さ
ら
に

〇
二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期
的

復
興
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
開
始
、
〇
三
年

三
月
か
ら
は
灌
漑
水
利
計
画
に
着
手
し
、
一
〇
年

三
月
全
長
約
二
五
キ
ロ
が
開
通
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル

診
療
所
の
年
間
診
療
数
約
四
三
、
六
〇
〇
人
（
二

〇
一
六
年
度
）。
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福
岡
県
朝
倉
市
で
の
研
修

　
我
々
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
招
聘

に
よ
っ
て
日
本
の
福
岡
県
で
研
修
に
参
加
し
ま
し

た
。
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
六
日
に
カ
ブ
ー
ル
を

出
発
し
、
一
〇
月
二
七
日
に
東
京
経
由
で
福
岡
市

に
到
着
し
ま
し
た
。
福
岡
か
ら
は
バ
ス
で
朝
倉
市

に
移
動
し
、
快
適
な
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
最
初
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
特
に
宮
坂
さ
ん
と
森
口
さ
ん
に
は
、

わ
た
く
し
た
ち
の
為
に
こ
の
よ
う
な
効
果
的
で
素

晴
ら
し
い
研
修
旅
行
を
計
画
し
て
い
た
だ
き
有
難

く
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
ぺ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
本
部
の

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
は
、
空
港
で
出
迎
え
て
歓
迎

し
て
く
だ
さ
り
、
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
日
本
人
は
愛
情
深
く
、
親
切
で
、
愛
す
べ

き
方
々
で
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
を
政
治

的
、
宗
教
的
な
こ
と
が
ら
に
関
わ
り
な
く
支
援
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
研
修
中
休
み
の
日
が
あ
り
、
山
田
堰
土
地
改
良

区
の
理
事
長
で
あ
ら
れ
る
徳
永
さ
ん
の
御
手
配
で

地
域
の
農
業
祭
に
お
招
き
頂
き
、
収
穫
に
感
謝
し

豊
穣
を
願
う
舞
な
ど
を
拝
見
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
皆
様
が
歓
待
し
て
く
だ
さ
り
、
お
抹
茶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
徳
永
さ
ん
は
ご
自
宅
に

も
お
招
き
く
だ
さ
っ
て
、
ご
家
族
か
ら
あ
た
た
か

い
お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。
徳
永
さ
ん
に
心

か
ら
の
感
謝
を
捧
げ
、
末
永
い
ご
健
康
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　
月
曜
日
か
ら
水
利
調
査
の
研
修
が
始
ま
り
、
わ

た
く
し
と
エ
ン
ジ
ニ
ア 

ア
ジ
ュ
マ
ル
、
エ
ン
ジ

ニ
ア 

フ
ァ
ヒ
ー
ム
、
エ
ン
ジ
ニ
ア 

デ
ィ
ダ
ー
ル

は
Ｃ
Ｔ
Ｉ
（
建
設
技
研
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

や
福
岡
の
テ
ク
ノ
社
の
優
秀
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ご

指
導
で
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
初
め
て
取
り
扱
う
ト
ー
タ
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
測
量
の
実
地
訓
練
を
開
始

し
ま
し
た
。
彼
ら
は
我
々
の
質
問
す
べ
て
に
丁
寧

に
誠
実
に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
二

〇
〇
年
前
に
知
恵
者
（
古
賀
百
工
）
の
尽
力
に
よ

っ
て
築
か
れ
た
山
田
堰
と
合
所
ダ
ム
を
見
学
し
ま

し
た
。

　
研
修
の
三
日
目
に
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア 

フ
ァ
ヒ

ー
ム
と
エ
ン
ジ
ニ
ア 

デ
ィ
ダ
ー
ル
の
た
め
の
ト

効
果
的
で
素
晴
ら
し
い

　
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
感
謝

　
　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
院
長
補
佐
／
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
所
長

　
　
ジ
ア 

ウ
ル 

ラ
フ
マ
ン

日本の河原で測量実習中のジア医師及び
アジュマル農業責任者

【技術と魂の記録】

安
定
灌
漑
は
、
俯
大
な
「
投
資
」
で
あ
る

戦
乱
の
続
く
な
か
、
干
ば
つ
と
洪
水
で
荒
廃
に
瀕
し
た
農

地
と
沙
漠
。
こ
の
過
酷
な
自
然
に
、
日
本
の
伝
統
的
な
工

法
か
ら
学
び
つ
つ
挑
ん
だ
十
五
年
の
技
術
と
魂
の
記
録

A
5
判
全
カ
ラ
ー

2
2
9
頁

写
5

刊
]
本
体
2
3
0
0円
＋
税

よ
み
が
え

ー
伝
統
に
学
ぶ
灌
漑
工
法
と
甦
る
農
業

． 

中
村
哲

＊事務局でも取り扱っています

開は石風社
〒810-0004福岡市中央区渡辺通2-3-24
ダイレイ第5ビル5階電話092(714) 4838 
www.sekifusha.com FAX092 (725) 3440 
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ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
技
と
、
わ
た
く
し
と

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ア
ジ
ュ
マ
ル
の
た
め
の
農
業
研
修

の
ふ
た
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ま
し
た
。
農
業

は
、
専
門
家
で
多
く
の
国
で
経
験
豊
富
な
細
野
先

生
が
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
内
容
は
左
記

の
よ
う
な
重
要
な
事
柄
で
す
。

　
一
．
苗
床
の
準
備

　
二
．
灌
漑
と
畝
の
管
理

　
三
．
推
奨
さ
れ
る
灌
漑
方
法

　
四
．
過
剰
な
灌
水
の
典
型
的
な
症
状

　
五
．
土
質
と
作
物
の
成
長

　
六
．
栄
養
不
良
の
症
状

　
七
．
作
付
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

　
八
．
果
物
と
野
菜
の
乾
燥
方
法

　
こ
れ
ら
の
事
柄
は
と
て
も
重
要
な
も
の
で
、
ガ

ン
ベ
リ
の
試
験
農
場
で
た
い
へ
ん
苦
労
し
て
い
る

問
題
点
で
す
。

　
技
術
と
経
験
と
知
識
を
得
る

　
こ
の
研
修
で
我
々
は
多
く
の
技
術
と
経
験
と
知

識
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
細
野
先

生
は
多
く
の
国
で
の
農
業
に
関
す
る
ス
ラ
イ
ド
を

た
く
さ
ん
見
せ
な
が
ら
、
と
て
も
有
益
で
効
果
的

な
講
義
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
我
々
は
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
細
野
先
生
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
、
末
永
く
お
元
気
で
お
ら
れ
ま
す
よ

う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
で
は
万
能

ネ
ギ
の
出
荷
ま
で
の
工
程
の
見
学
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
地
に
「
水
稲
用
葉
色
カ

ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
」
を
用
い
て
の
稲
窒
素
栄
養
診
断

と
土
質
に
つ
い
て
も
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
専
門
的
知
識
を
少

し
ず
つ
ガ
ン
ベ
リ
の
試
験
農
場
で
実
践
し
て
、
そ

の
成
果
の
写
真
を
お
送
り
す
る
こ
と
を
細
野
先
生

に
お
約
束
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｃ
Ｔ
Ｉ
、
テ
ク
ノ
社
の

皆
様
に
は
、
素
晴
ら
し
く
効
果
的
な
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
て
く
だ
さ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支

援
室
の
シ
ス
タ
ー
藤
田
、
東
さ
ん
、
浦
田
さ
ん
、

籾
井
さ
ん
に
も
、
あ
た
た
か
い
歓
待
に
対
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
わ
た
く
し
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ(

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ)

の
協

力
の
下
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
貧
し
い
人
々
の
た

め
に
最
善
を
つ
く
し
て
働
く
こ
と
を
、
敬
愛
す
る

中
村
先
生
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
皆
様
に
お
約
束

い
た
し
ま
す
。

今冬開始されたカマ堰の砂州で、日本で研修した横断測量などのおさらい
をするエンジニアのディダール、ファヒーム、ワジッド（2017年11月17日）

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で

す
。
お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税

金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承

頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
現
地
活
動
を
紹
介
す
る
パン
フ
レ
ッ
ト
を
お

送
り
し
ま
す

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
を
ご
紹
介
さ
れ
る
と

き
に
お
使
い
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
（
払
込
用

紙
が
つ
い
て
い
ま
す
）。
ご
希
望
の
方
は
遠
慮

な
く
事
務
局
に
お
申
し
越
し
下
さ
い
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
Ａ
３
変
形
を
四
折
り
し
た
も
の
で
、

長
形
の
定
形
封
筒
に
入
る
カ
ラ
ー
版
で
す
。
な

お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
会
報
等
は
受
け
取
る
意

思
の
あ
る
方
へ
の
配
布
を
原
則
と
し
て
お
り
ま

す
（
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
）。
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カマ第２堰のかかる対岸砂州から取水門を見る。対岸ベスード側からの交通路が敷かれ改修工事がいよいよ始まった
（2017年11月15日）

マルワリード堰水門部の年間水位変化。四季を通じて水位は低く推移し、特に9月下旬から急速に下降、厳冬期なみの水位と
なった。しかし、10月から下降傾向が鈍化し、ほぼ例年並で安定しつつある。川の水量は異常に減少を続けているので、低水
位対策に重きを置いた取水堰の効果だと見ている。
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調節池Ⅲ上流側を望む。マルワリードⅡ用水路の調節池Ⅲの造成と同時進行で送水門やサイフォン、橋、主幹水路の延長が
進められている。排水路は一時河側へ導き、サイフォン建設後に元の位置へ戻す（2017年10月19日）

調節池Ⅲの送水門建設。コンクリート構造物が多く忙しい（2017年11月14日）

Ｃ岩盤

排水路2

調節池Ⅲ

●3300ⅿ

橋8

サイフォン

●3250ⅿ

●3200ⅿ送水門基礎

【カラー特集】 マルワリードⅡ流域への一斉灌漑を目指して
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マルワリードⅡ流域の早期灌漑のため、必死で作業を進める（2017年11月14日）

主幹水路3.6㎞地点。角を埋めつぶすと送水が出来る。蛇籠の２段目は、送水しながらでも積める（2017年11月14日）
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PMSガンベリ農場で刈り取った稲をドラム缶に打ち付けての脱穀作業（2017年10月17日）

ミラーンの訓練所敷地をトラクターで整地していると、村民や避難民の子どもたちが大喜びで着火用に乾燥した草木を集め
にくる（2017年10月12日）
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掘
削
機
の
操
作

　
ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
　
ア
レ
イ
コ
ム
、
私
は
サ
イ
ー

ド 

ハ
キ
ー
ム
の
息
子
の
ア
ブ
ド
ル 

サ
マ
ー
ド
で

す
。
ラ
グ
マ
ン
郡
の
ア
リ
ン
ガ
ル
地
区
に
住
ん
で

い
ま
す
。
私
は
二
〇
〇
三
年
一
二
月
一
三
日
に
Ｐ

Ｍ
Ｓ
の
運
転
手
と
し
て
職
に
つ
き
ま
し
た
。
ジ
ャ

リ
バ
バ
用
水
路
（
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
）
で
当

時
の
監
督
で
あ
っ
た
マ
ス
ー
ン 

ア
ガ
の
も
と
で

働
き
始
め
ま
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
と
Ｄ
池

へ
の
給
水
の
仕
事
を
一
年
半
し
ま
し
た
。

　
仕
事
に
就
い
て
一
週
間
後
に
、
掘
削
機
の
Ｅ
Ｘ

２
０
０
の
操
作
を
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
、
掘
削
機

に
ジ
ャ
ッ
ク
ハ
ン
マ
ー
を
取
り
付
け
岩
山
の
削
岩

を
し
て
い
ま
し
た
。
六
ヵ
月
後
に
は
、
ジ
ャ
ッ
ク

ハ
ン
マ
ー
を
パ
ケ
ッ
ト
に
変
え
、
用
水
路
を
掘
り

は
じ
め
ま
し
た
。

　
工
事
が
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
Ｆ
地
区
と
Ｇ

地
区
に
達
し
た
時
に
、
再
び
ジ
ャ
ッ
ク
ハ
ン
マ
ー

を
付
け
て
同
地
区
の
山
の
削
岩
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
八
ヵ
月
後
に
は
Ｋ
池
ま
で
作
業

は
進
み
、
続
く
Ｌ
１
地
区
で
は
岩
山
を
切
り
通
し

て
用
水
路
を
通
し
ま
し
た
。

　
Ｍ
地
区
、
Ｎ
地
区
と
工
事
は
進
み
Ｏ
地
区
、
Ｑ

地
区
で
は
池
を
造
り
、
そ
の
後
い
よ
い
よ
ガ
ン
ベ

リ
沙
漠
を
横
断
す
る
Ｓ
１
地
区
に
到
達
し
て
工
事

は
と
て
も
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
の
教
育
も
可
能
に

　
私
は
ま
た
、
六
ヵ
月
間
現
場
で
コ
ン
パ
ク
タ
ー

（
締
め
固
め
振
動
機
）
の
運
転
を
し
ま
し
た
。
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
の
操
縦
も
行
い
、
フ
ラ
イ
ン
グ
コ
ー

チ
と
ダ
ッ
ト
サ
ン
の
運
転
も
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
五
年
間
、
チ
ェ
ー
ン
マ
シ
ー
ン
を
使
い
ま
し
た
。

こ
の
間
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
ガ
ン
ベ
リ
か
ら
チ
ュ
ク
レ
イ

村
ま
で
排
水
路
を
掘
り
ま
し
た
。

　
約
二
年
間
、
私
は
チ
ュ
ク
レ
イ
村
で
排
水
路
の

蛇
籠
の
石
詰
め
も
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
Ｅ
Ｘ
１
０
０
（
掘
削
機
）
を
与
え
ら

れ
て
ガ
ン
ベ
リ
で
働
い
て
い
ま
す
。
他
に
カ
シ
コ

ー
ト
、
カ
シ
マ
バ
ー
ド
、
カ
マ
Ⅰ
、
カ
マ
Ⅱ
で
も

Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
重
要
な
仕
事
を
し
ま
し
た
が
、
私
も
そ

れ
ら
の
現
場
で
働
き
ま
し
た
。
カ
マ
と
ベ
ス
ー
ド

で
は
川
岸
に
巨
礫
を
設
置
し
護
岸
工
事
を
し
ま
し

た
。
ガ
ン
ベ
リ
の
排
水
路
工
事
開
始
の
数
ヵ
月
後

に
は
、
砂
利
製
造
機
へ
の
石
の
供
給
と
道
路
の
砂

利
敷
設
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
特
に
我
々
の
総
監

督
で
あ
る
ド
ク
タ
ー
中
村
、
伊
藤
さ
ん
、
石
橋
さ

ん
、
長
島
さ
ん
、
本
田
さ
ん
ら
は
と
て
も
親
切
で
、

常
に
良
い
お
手
本
と
な
る
よ
う
な
方
た
ち
で
し

Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
な
か
っ
た
ら

麻
薬
の
栽
培
を
し
て
い
た
だ
ろ
う

　
　

　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
・
運
転
手

　
　
ア
ブ
ド
ル 

サ
マ
ー
ド

◎
現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
便
り

掘削機を操縦中のサマード運転手（2017年11月22日）
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ま
た
、
米
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
成
長
不
良
を
防

止
す
る
に
は
ど
う
す
る
か
の
講
義
を
受
け
た
後
、

畑
に
行
き
、「
水
稲
用
葉
色
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
」

を
使
っ
て
稲
の
葉
を
観
察
し
、
窒
素
分
が
足
り
て

い
る
か
否
か
を
調
べ
ま
し
た
。

　
私
は
Ｃ
Ｔ
Ｉ
の
細
野
氏
と
シ
ス
タ
ー
藤
田
と
一

緒
に
朝
倉
の
農
協
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
農

家
が
収
穫
し
た
農
産
物
（
万
能
ね
ぎ
）
を
農
協
に

預
け
た
後
か
ら
出
荷
す
る
ま
で
の
過
程
を
見
学
し

な
が
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
じ
く

農
家
が
収
穫
し
た
米
を
農
協
に
預
け
た
後
の
処
理

　
質
問
や
疑
問
に
も
丁
寧
に

　
私
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
農
業
事
業
を
担
当
し
て
い
る
ア

ジ
ュ
マ
ル 

ス
タ
ニ
ク
ザ
イ
と
申
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
研
修
の
た
め
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
招
聘
に
よ

り
一
〇
月
二
六
日
か
ら
日
本
へ
参
り
ま
し
た
。

　
研
修
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

皆
様
、
ま
た
日
本
で
の
私
共
Ｐ
Ｍ
Ｓ
一
行
へ
の
手

厚
い
受
け
入
れ
態
勢
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
本
の
方
々
は
信
頼
で
き
、
お
互
い
を
大
切
に

し
辛
抱
強
く
尊
敬
す
べ
き
人
々
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
人
々
を
と
て
も
愛
情
深
く
支
援
し
て
下
さ

っ
て
お
り
、
私
は
た
い
へ
ん
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま

す
。

　
福
岡
に
到
着
し
て
翌
日
の
日
曜
日
は
、
合
所
ダ

ム
の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
巨
大
な
構
造
物
で
機

能
的
に
構
築
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　
翌
日
か
ら
、
山
田
堰
で
Ｃ
Ｔ
Ｉ
（
建
設
技
研
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
や
テ
ク
ノ
社
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
方
々
か
ら
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ

て
測
量
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
教
え
て
下
さ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
方
々
は
皆
さ
ん

た
い
へ
ん
優
秀
で
、
私
た
ち
か
ら
の
質
問
や
疑
問

全
て
に
対
し
て
、
丁
寧
に
親
身
に
な
っ
て
何
度
で

も
答
え
て
下
さ
り
、
お
蔭
様
で
私
達
は
多
く
の
事

を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
農
場
で
実
践

　
三
日
目
、
私
は
水
利
調
査
の
研
修
を
離
れ
、
農

業
の
研
修
に
入
り
ま
し
た
。
輪
作
の
方
法
や
灌
水

の
仕
方
、
野
菜
や
果
物
の
乾
燥
や
保
存
の
方
法
、

野
菜
の
区
分
や
そ
の
栽
培
過
程
等
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
習
し
ま
し
た
。

考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た

　効
果
的
な
学
習
で
し
た

　
　

　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
・
農
業
事
業
責
任
者

　
　

ア
ジ
ュ
マ
ル 

ス
タ
ニ
ク
ザ
イ

細野氏（左）に農業指導を受けるジア医師（右）とアジュマルPMS農業
責任者（2017年11月2日）

た
。
も
し
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
存
在
し
な
か
っ
た
ら
、
我
々

は
麻
薬
を
栽
培
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
か
ら
十
分
な
給
料
を
い
た
だ
き
、

そ
の
お
金
で
子
ど
も
達
に
教
育
を
与
え
、
家
族
を

養
い
、
そ
の
ほ
か
の
問
題
も
解
決
で
き
て
い
る
こ

と
を
と
て
も
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。
我
々
を
支

援
し
て
工
事
の
設
備
を
提
供
す
る
た
め
に
寄
付
し

て
く
だ
さ
る
日
本
人
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
そ
の
ス
タ
ッ
フ
に
と
て
も
満
足

し
て
お
り
、
彼
ら
に
心
よ
り
の
感
謝
を
捧
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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工
程
を
懇
切
丁
寧
な
説
明
を
頂
き
な
が
ら
見
学
を

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
私
の
質
問
に
対
し
て
丁
寧

に
答
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
は
、
農
業
に
つ
い
て
今
ま
で
私
が
考
え

た
事
さ
え
な
か
っ
た
、
役
に
立
つ
効
果
的
な
事
を

た
く
さ
ん
学
習
し
、
素
晴
ら
し
い
研
修
と
な
り
ま

し
た
。
神
の
御
心
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当
し
て

い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
ガ
ン
ベ
リ
農
場
で
今
回
学
ん
だ
重

要
な
事
柄
を
実
践
し
、
更
に
周
辺
の
農
家
の
人
達

へ
も
広
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
こ
の
有
益
な
研
修
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
下

さ
っ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
方
を
は
じ
め
、
Ｃ
Ｔ
Ｉ
、
テ

ク
ノ
社
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
皆
様
に
心
か
ら
の

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す

が
、
研
修
に
対
す
る
取
り
組
み
や
私
達
に
対
す
る

思
い
や
り
の
あ
る
対
応
に
深
く
、
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ＮＨＫ出版

　
中
学
か
ら
の
夢
に
挑
戦

　
ま
ず
僕
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に
入
っ
た
動
機
に

つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
中
学
・
高
校
の
時
、
漠
然
と
海
外
と
関
わ
り
が

あ
る
仕
事
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
時
は
自
分
自
身
の
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
あ
ま
り
深
く
考
え
る
こ
と
が
出
来
ず
に
、
大

学
を
卒
業
し
て
一
般
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
働
き
な
が
ら
自
分
の
将
来
の
事
を
考
え
て
、

一
度
は
自
分
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
に
挑

戦
し
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
矢
先
、
以
前
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
で
働
い

て
い
た
方
と
偶
然
に
も
知
り
合
う
こ
と
が
出
来

て
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
こ
と
を
知
り
、
そ
の
方

か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
働
い
て

◎
ワ
ー
カ
ー
通
信

日
々
の
仕
事
を
こ
な
し
つ
つ  

　初
心
を
忘
れ
ぬ
よ
う
に

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
・
Ｐ
Ｍ
Ｓ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ（
支
援
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
籾
井
孝
文

測量のトレーニングを受ける籾井ワーカー（右）（2017年10月31日）

医者、用水路を拓く
アフガンの大蜻から世界の虚構に揖む
中村哲 【6刷】1800円

辺境て診磯境から見る【5刷】1800円

医者井戸を掘る【12刷】 1800円

医は国境を越えて【7刷】2000円

ダラエ•ヌールヘの道【5刷】 2000円
ペシャワールにて 【8刷】1800円
-----------------------------------

アフガン農業支援奮闘記
高橋修・編著 2500円

猥愚者の物語
甲斐大策 1800円

石風社：□悶悶瓢悶92-3-24
人は愛するに足り、真心は
信ずるに足るアフガンとの約束
中村哲／澤地久枝（聞き手） 2000円

府波書店認瓢盟開篇ooツ橋2-5-5

天、共に在り冒鯰鱗‘<
中村哲 1600円

東京都渋谷区宇田川町41-1
電話03(3464) 7311 

価格はすべて本体価格（税別）です

アフガニスタン五2
用水路が運ぷ
恵みと平和
朗読吉永小百合
3000円（税＋送料込）



14ペシャワール会報　No.1342017 年 12 月５日

い
た
職
場
も
や
り
が
い
が
あ
り
、
充
実
し
て
い
た

の
で
、
辞
め
る
か
ど
う
か
悩
み
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
な
に
か
の
縁
だ
と
思
い
、
思
い
切
っ
て
会
社
を

辞
め
、
自
分
が
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
に

挑
戦
し
よ
う
と
思
い
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
で
働
く

こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

　
英
文
技
術
書
の
作
成

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
で
携
わ
っ
た
一
番
大
き
な
仕
事

は
現
地
で
使
用
す
る
技
術
書
の
校
正
で
す
。

　
現
在
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
を
こ
れ
か
ら
次
世
代
に
残

し
て
い
く
為
に
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ

Ｏ
）
と
の
合
同
事
業
で
訓
練
所
が
建
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
英
語
版
の
技
術
書
は
、
そ
こ
で
教
材
と
し

て
使
わ
れ
る
テ
キ
ス
ト
と
な
り
ま
す
。
沢
田
さ
ん

に
、
日
本
語
版
の
技
術
書
を
英
訳
し
て
頂
い
た
文

を
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
の
メ
ン
バ
ー
と
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
西
岡
さ
ん
と
一
文
一
文
丁
寧
に
読
み
合
わ
せ

を
し
て
、
適
切
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
か
照
ら

し
合
わ
せ
る
作
業
と
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
技
術

書
に
す
る
為
に
写
真
や
図
の
配
置
を
考
え
直
す
作

業
で
す
。

　
こ
れ
ら
と
別
に
、
技
術
書
の
索
引
を
作
成
す
る

と
い
う
大
き
な
仕
事
を
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
に
入
っ

た
ば
か
り
に
も
拘か
か
わら

ず
、
任
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

働
き
始
め
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
現
地
で
使
わ
れ
て

い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
の
こ
と
も
理
解
出
来
て
い
な
か

っ
た
の
と
、
ま
と
も
に
英
文
を
読
む
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
の
で
、
英
文
の
中
か
ら
重
要
な
語
句
を

拾
う
作
業
は
、
僕
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん
難
し
い

作
業
で
し
た
。
英
文
と
日
本
文
を
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
、
何
度
も
何
度
も
読
み
返
し
、
重
要
な
語

句
の
漏
れ
が
な
い
か
を
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
作
業
を
繰
り
返
し
行
っ
た
こ
と
で
、
自
然
に

Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
英
語

の
語
句
を
覚
え
る
こ
と
も
出
来
た
の
で
、
た
い
へ

ん
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
英
語
版
の
技
術
書
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
、

み
ん
な
で
校
正
の
こ
と
に
つ
い
て
何
度
も
議
論
を

重
ね
た
の
で
、
完
成
し
た
技
術
書
を
手
に
取
っ
た

時
は
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
と
の
初
め
て
の
交
流

　
一
〇
月
二
八
日
か
ら
一
一
月
七
日
に
か
け
て
、

現
地
で
行
わ
れ
る
農
業
・
農
村
復
興
基
礎
情
報
収

集
・
確
認
調
査
の
為
、
朝
倉
で
Ｃ
Ｔ
Ｉ(

建
設
技

研
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル)

、
現
地
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
、

Ｐ
Ｍ
Ｓ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
と
の
合
同
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
現
地
確
認
調
査
を
す
る
目
的
は
、
今
後
の

為
に
、
今
ま
で
現
地
で
行
わ
れ
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
の

水
理
学
的
評
価
と
、
今
ま
で
作
っ
た
堰
に
よ
っ
て

灌
漑
地
に
ど
の
よ
う
な
社
会
的
影
響
を
も
た
ら
し

た
か
を
把
握
す
る
た
め
で
す
。

　
今
回
の
研
修
は
、
現
地
で
行
わ
れ
る
現
地
確
認

調
査
の
為
に
必
要
な
測
量
と
河
川
材
料
の
調
査
の

技
術
を
学
ぶ
為
の
合
同
研
修
会
で
す
。

　
僕
は
こ
の
合
同
研
修
会
を
通
じ
て
、
初
め
て
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
電
話
で
は
彼
ら
と
交
流
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
が
、
実
際
に
会
っ
て
交
流
を
し
た
こ
と
が
無
く
、

現
地
の
言
葉
も
全
く
話
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

の
で
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら

カチャラ分水路Ⅱの開通日。中村医師と写真手前からパチャサーブ、エンジ
ニアのディダールとファヒーム（2017年9月29日）
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を
空
港
に
迎
え
に
行
っ
た
時
に
、
と
て
も
あ
た
た

か
く
接
し
て
も
ら
い
、
安
心
し
ま
し
た
。
合
同
研

修
会
の
期
間
中
は
、
な
か
な
か
彼
ら
と
会
話
を
続

け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
て
も
貴

重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
専
従
ス
タ
ッ
フ
に
な
る
こ

と
が
出
来
て
、
最
初
は
自
分
が
人
の
役
に
立
て
れ

ば
と
思
い
、
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
日
々
の
仕
事
の
中
で
ど
う
し
て
も
作
業

を
こ
な
す
こ
と
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
時
が
あ
る

の
で
、
今
回
の
合
同
研
修
会
を
通
じ
て
初
心
に
戻

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
こ
の
仕
事
を
通
じ

て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
び
、
自
分
の
信
念
を
持
ち
、

少
し
で
も
ま
と
も
な
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

冬
到
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　甲
斐
大
策

　
十
月
半
ば
、
朝
夕
の
カ
ー
ブ
ル
を
往
来
す
る
人
々
の
息
は
白
く
、

遠
い
峰
々
に
雪
が
光
る
。
カ
ー
ブ
ル
の
秋
は
、
カ
ー
ブ
ル
の
初
冬

で
あ
る
。

　
こ
の
日
、
新
市
街
で
一
世
紀
余
続
く
絨
緞
屋
ハ
ネ
・
カ
イ
ウ
ス

は
朝
か
ら
騒
が
し
か
っ
た
。
大
小
の
品
々
を
、
車
に
轢ひ

か
せ
る

品
、
人
の
往
来
に
踏
ま
せ
る
品
、
水
洗
い
依
頼
の
分
、
棒
で
叩
く

分
、
と
カ
イ
ウ
ス
・
バ
バ
の
指
示
が
響
く
。
歩
道
に
絨
緞
を
曳
き

出
し
て
い
た
使
用
人
の
一
人
が
車
道
へ
赤
い
唾
を
吐
い
た
。
そ
の

男
は
、
パ
ァ
ン（
１
）を

嚙
ん
で
い
た
。
　

「
血
だ
ら
け
の
自
爆
現
場
に
す
る
の
か
、
こ
こ
を
…
…
、
馬
鹿
者
！

　
ト
フ
・
フ
ン
ニ
ィ
（
血
擬
き
の
唾
）
に
鼓
膜
が
痛
む
喧
か
ま
び
すし

い
リ

キ
シ
ョ
ー（
２
）、
御パ
キ
ス
タ
ニ

隣
さ
ん
は
碌ろ
く
な
も
の
持
ち
込
ま
な
い
よ
…
…
。」

　
折
し
も
リ
キ
シ
ョ
ー
が
走
り
抜
け
、
バ
バ
の
怒
号
と
エ
ン
ジ
ン

音
が
重
な
り
、
そ
こ
に
男
達
の
叫
び
と
笑
い
声
が
湧
き
上
っ
た
。

男
達
は
跳
び
撥
ね
、
通
行
人
が
立
ち
止
る
。
開
い
た
平
積
み
の
絨

緞
か
ら
、
冬
籠
り
を
決
め
て
い
た
ら
し
い
十
㎝
程
の
蝎さ
そ
りが
二
匹
、

薄
い
姿
で
こ
ぼ
れ
出
た
の
だ
っ
た
。
男
達
が
踏
み
潰
す
。
小
さ
な

事
件
は
忽
ち
終
り
、
バ
バ
も
笑
顔
に
な
る
。
雀
が
数
羽
、
男
達
の

足
元
を
ぬ
っ
て
哀
れ
な
蝎
の
破
片
を
啄つ
い
ばむ
。

　
午
後
の
太
陽
が
獅
シ
ェ
ー
ル
ダ
ル
ワ
ザ

子
門
の
峰
へ
傾
く
。

　
カ
ー
ブ
ル
川
の
土
手
で
埃
の
叩
き
出
し
の
分
を
受
け
も
っ
て
い

た
長
男
が
、
携
帯
電
話
を
手
に
す
る
。

「
バ
バ
、
直じ

き
終
る
。
ア
ガ
の
果
物
屋
、
カ
オ
ク（
３
）が
三
羽
、
あ
あ

…
…
予
約
し
た
、
勿
論
、
持
っ
て
帰
り
ま
す
。
ヘ
ラ
ト
の
祈
り
用

が
あ
と
一
枚
、
…
…
そ
う
で
す
、
で
は
…
…
。」

　
果
樹
園
で
捕
え
た
野
禽
類
に
、
屠ほ
ふ

り
の
手
順
を
与
え
、
果
物
屋

の
店
頭
に
下
が
る
美
味
の
話
だ
っ
た
。

　
絨
緞
の
埃
は
対
岸
の
旧
市
街
へ
流
れ
る
。

　
金
色
に
染
め
た
羅
の
よ
う
な
雲
が
中
天
を
横
切
り
、
カ
ー
ブ
ル

は
も
う
冬
で
あ
る
。

（
１
）
蒟キン
マ醤
の
葉
に
檳ビン
榔ロウ
子ジ
や
石
灰
、
香
辛
料
を
包
ん
だ
印
パ
世
界
、

五
千
年
来
の
嗜
好
品
。
唾
液
が
赤
く
な
る
。

（
２
）「
力
車
」
の
訛
り
。
三
輪
バ
イ
ク
改
造
の
小
タ
ク
シ
ー
。

（
３
）
鶏
の
や
や
小
型
、
姿
も
味
も
、
ア
フ
ガ
ン
が
愛
す
る
山
鳥
。
鷓しゃ

鴣こ
の
近
縁
種
。

サ
フ
ァ
ル
・バ
ハ
エ
ル
！（
良
い
旅
を
）

 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
31

2018年カレンダー

「時
と き

」
画・甲斐大策

同封のハガキでご注文ください
Ａ２判変形（画・7点）

定価1500円（税・送料込）

今年も恒例のカレンダーを制作しまし
た。部数に限りがありますのでお早め
にご注文下さい（ご友人・知人へのプ
レゼント発送も承ります）。
※代金は後払い。払込用紙を同封します

▼
未
使
用
の
切
手
︑
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
（
官
製

ハ
ガ
キ
・
年
賀
ハ
ガ
キ
）
を
お
送
り
下
さ
い

＊
引
き
出
し
の
中
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
も
の
を
お

送
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
会
報
発
送
等

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
外
国
の
切
手
は
取
り
扱
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

2 0 I 8 

4ふ
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会
　
　
　
則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活

動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
支

え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員

一
、
〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇
円

の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

（
〒
八
一
〇—

〇
〇
二
三
　
福
岡
市
中
央
区
警

固
二—

一—

一
七
　
ハ
イ
ツ
み
か
げ
八
〇
三
号

℡
〇
九
二—

七
三
一—

二
三
七
二
）内
に
お
く
。

二
〇
一
八
年
の
総
会
、
現
地
報
告
会
は
、
六
月

一
六
日
（
土
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
事
務
局
長
便
り

＊
四
月
に
引
き
続
き
、
十
月
二
八
日
か
ら
十
一
月
七
日
に

か
け
て
、
ジ
ア
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
ス
タ
ッ

フ
四
人
が
来
日
、
福
岡
県
朝
倉
市
で
測
量
技
術
と
農
業

に
関
す
る
研
修
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
目
的
は
、

二
〇
一
〇
年
か
ら
開
始
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
国
際
協
力
機
構
）

と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
の
共
同
事
業
の
成
果
調
査
を
行
う
た
め
の

技
術
研
修
が
基
本
で
す
。
調
査
の
目
的
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式

の
水
理
学
的
評
価
と
そ
の
灌
漑
施
設
に
よ
っ
て
灌
漑
地

農
村
に
も
た
ら
さ
れ
た
社
会
的
成
果
の
評
価
等
で
す
。

評
価
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
委
託
さ
れ
た
日
本
の
調
査
会
社
が

行
い
ま
す
が
、
そ
の
基
礎
調
査
に
現
地
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
協
力

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
研
修
で
す
。
研
修
内

容
は
非
常
に
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力

頂
い
た
、
関
係
者
の
方
々
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

＊
中
村
医
師
の
報
告
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
現
地
は
気

候
・
治
安
共
に
き
わ
め
て
危
機
的
な
状
況
の
な
か
で
、

各
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
二
〇

〇
三
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
灌
漑
事
業
の
メ
イ
ン
で
あ
る

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
が
、
ガ
ン
ベ
リ
の
主
幹
排
水
路

の
工
事
終
了
に
よ
っ
て
実
質
完
成
に
こ
ぎ
着
け
ま
し

た
。
現
地
関
係
者
そ
し
て
日
本
の
会
員
・
支
援
者
の
皆

さ
ん
と
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

＊
中
村
医
師
に
よ
る
と
、
よ
う
や
く
大
地
を
潤
す
ほ
ど

の
雨
が
降
り
始
め
た
と
の
こ
と
で
す
。「
河
川
水
の
異

常
減
少
は
先
に
報
告
し
た
通
り
で
す
。
し
か
し
広
範
に

降
る
断
続
的
な
降
雨
で
、
ク
ナ
ー
ル
河
流
域
は
隈
な
く

湿
り
、
河
川
水
は
急
に
増
え
ま
し
た
。
水
位
は
現
在
、

例
年
の
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
せ
い
か
、
ジ

ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
は
突
然
静
か
に
な
り
、
事
件
も
減
り
、

安
堵
の
感
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。」（
中
村
哲
）。

　
二
〇
一
八
年
が
、
平
穏
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

●
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
よ
り

　
前
号
に
記
し
ま
し
た
よ
う
に
、
現
地
Ｐ
Ｍ
Ｓ
か
ら
ジ

ア
医
師
一
行
が
来
日
し
、
河
の
横
断
測
量
や
河
床
材
料

調
査
の
特
訓
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
農
業
担

当
者
も
招
聘
し
て
頂
き
、
海
外
で
の
豊
富
な
経
験
を
お

持
ち
の
細
野
さ
ん
よ
り
農
村
・
社
会
調
査
の
事
前
調
査

結
果
を
も
と
に
、
土
質
の
判
定
や
土
質
に
沿
っ
た
灌
漑

法
、
輪
作
他
、
多
く
の
事
柄
の
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。

ジ
ア
先
生
、
ア
ジ
ュ
マ
ル
ジ
ャ
ン
は
理
解
す
る
ま
で
何

度
も
質
問
し
、
ガ
ン
ベ
リ
農
場
で
早
速
や
っ
て
み
よ
う

と
し
き
り
に
話
し
て
お
り
ま
し
た
。
現
地
か
ら
毎
月
支

援
室
に
届
く
農
作
業
日
報
で
今
後
の
変
化
を
楽
し
み
に

追
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○ぺ
村
か
ら—

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

♪

　図
書
館
で
何
気
な
く
借
り
た
一
冊
の
本
「
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
診
療
所
か
ら
」
と
の
出
会
い
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
を
知
る
始
ま
り
で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

た
頃
は
会
費
や
寄
付
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
方
へ
の
お
礼

状
書
き
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
一
年
九
月
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
同
時
多
発
テ
ロ
が
起
き
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
食
糧
制
裁
が
行
わ
れ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
注
目
さ

れ
る
と
会
の
活
動
が
一
変
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
現
地

の
荒
廃
し
た
土
地
の
緑
化
へ
と
水
を
求
め
て
護
岸
や
水

路
工
事
を
指
揮
さ
れ
て
い
る
中
村
先
生
の
活
動
を
Ｄ
Ｖ

Ｄ
上
映
会
や
ス
ラ
イ
ド
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
方
々

に
知
ら
せ
る
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
同
じ
目
的
を
持
っ

た
仲
間
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
、
私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

続
け
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
Ｔ
Ｍ
）


